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メキシコでもシェール革命に期待！
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新興国の中でも投資家の期待が特に高いメキシコで、昨年１２月にエネルギー改革法案
が議会で承認されました。

メキシコはOPEC（石油輸出国機構）に加盟する産油国ですが、近年は資金や技術の不
足から、油田やガス田の新規開発が進まず生産量が減少。同国では１９３８年以降、約７
５年に渡って国営のメキシコ石油公社（PEMEX）が石油・天然ガスの探査および生産・販
売を独占してきたためでもあります。

そうした中、今回の改革では外資を含む民間企業も独自に石油・天然ガスの探査や生産
を行えるようになったほか、ガソリンスタンドの開設なども可能となります。これによ
り、米国シェールオイルの一大産地であるテキサス州に隣接する北部地域でのシェール開
発や、メキシコ湾の海底油田開発も進むことが期待されています。また、国内需要の拡大
により輸入が増加傾向にある、天然ガスの自給力向上の可能性も出てきました。今後海外
からの投資額は40年間で最大約125兆円（2014年 GS調べ）増加する見込みです。ま
た、高い資本力や技術力を持つ米国の大手石油会社、探査開発会社などにとっても大きな
ビジネスチャンスに繋がるでしょう。

エネルギー改革による海外からの投資拡大は、メキシコの成長率を高めると予測されて
います。今後メキシコでも米国のシェール革命と同様の動きが起こるかも知れません。

メキシコの石油生産量推移
（単位：万バレル／日）

メキシコの油田地帯

（出所）PEP（メキシコ国営石油会社Pemexの上流部門）（出所）BP
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